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　卒業生の皆さまにおかれましては、お
元気でご活躍のことと思います。
　さて、大阪経済大学では卒業生の皆さ
まに向けてのイベントとして、秋の大学
祭「大樟祭」の日に合わせ、『ホームカミ
ングデー』を開催します。建物の建て替
えが進み、昔の風景から生まれ変わりつ
つあるキャンパスに足をお運びいただき、

恩師や旧友、そして在学生との交流を図
る中で、母校との絆を深め、大いに楽し
んでいただこうと考えております。
　当日は、ゼミのミニ同窓会も予定して
います。また、卒業生が集う毎年恒例の
「大樟会（同窓会）総会」も同時開催してお
りますので、この機会に久しぶりに旧友
に声をおかけいただき、共にお気軽にお

越しください。駐車スペースがございま
せんので、お越しの際は公共交通機関を
ご利用ください。なお、詳細につきまして
は、「大阪経済大学創立80周年記念事業
ホームページ」（随時更新）などでお知ら
せいたします。
　教職員一同、皆さまのご参加をお待ち
しております！

2012年11月3日（土・祝日）10：00～15：00（予定）

  

創
立
80
周
年
を
迎
え
てて

　

８０
周
年
の
記
念
事
業
は
特
に
「
学
生

の
た
め
の
事
業
」
を
主
軸
と
し
て
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
７
年

計
画
の
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
は
、
２
０
１

４
年
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
新
し
い

体
育
館
・
学
生
会
館
は
す
で
に
竣
工
し
、

充
実
し
た
教
室
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
室
を
配

備
し
た
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
タ
ワ
ー
も
２

０
１
３
年
に
完
成
予
定
で
す
。
ま
た
職

員
が
連
携
し
や
す
い
よ
う
事
務
機
能
を

集
約
し
、
教
員
に
は
新
し
い
研
究
室
を

提
供
す
る
事
務
研
究
棟
も
す
で
に
竣
工

し
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
「
つ
な
が
る
力
」
を
標
榜
す
る
大
学
と

し
て
、
こ
の
８０
周
年
を
機
に
、
教
職
員

と
学
生
、
職
員
と
教
員
、
在
学
生
と
卒

業
生
、
大
学
と
社
会
が
つ
な
が
る
力
を
、

さ
ら
に
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
と
の
つ
な
が
り

に
関
し
て
は
、
私
自
身
が
率
先
し
て
全

国
の
地
区
の
同
窓
会
を
ま
わ
り
、
大
学

の
現
状
を
報
告
し
、
母
校
に
対
す
る
応

援
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た

学
生
だ
け
で
な
く
教
職
員
も
外
の
世
界

を
知
り
、
つ
な
が
る
こ
と
が
大
事
で
、

学
外
の
研
究
会
や
講
習
会
・
研
修
会
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
指
示
し

て
い
ま
す
。

　

本
学
の
入
学
者
・
応
募
者
の
状
況
は

比
較
的
順
調
で
は
あ
り
ま
す
が
、
将
来

に
は
い
さ
さ
か
の
心
配
も
あ
り
、「
高
校

生
が
学
び
た
い
と
思
う
大
学
」
に
な
る

た
め
に
は
、
就
職
力
の
強
化
も
さ
ら
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
財
務
面
に
関
し
て
は
慎
重
に
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
な
ど
に
関
し
て
も
銀

行
か
ら
の
借
り
入
れ
は
な
く
、
本
学
の

経
営
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
今

後
は
一
層
厳
し
い
経
営
環
境
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
教
育
機
関
で
す
か
ら
効
率
や

生
産
性
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

私
自
身
を
含
め
た
理
事
、
幹
部
の
皆
さ

ん
に
は
、
無
理
・
無
駄
・
ム
ラ
の
排
除

を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

　

本
学
は
８０
年
の
歴
史
が
あ
り
、
８
万

７
千
人
の
卒
業
生
が
各
所
で
活
躍
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
知

名
度
が
低
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
う

少
し
「
ブ
レ
ー
ク
」
し
て
、
地
域
社
会

の
な
か
で
親
し
ま
れ
る
、
あ
る
い
は
尊

敬
さ
れ
る
大
学
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

教
育
と
は
、
愛
と
志
に
よ
っ
て
人
を
、

心
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
目
先
の
成
果

や
数
値
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
考
え
方
、

長
期
的
な
視
点
が
必
要
で
す
。
創
立
８０

周
年
を
機
に
、
も
う
一
度
大
経
大
は
学

生
に
何
を
教
え
る
の
か
、
大
経
大
Ｓ
Ｔ

Ｙ
Ｌ
Ｅ
を
真
剣
に
考
え
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
発
想
の
、
し
っ
か
り
と
し
た

考
え
を
持
っ
て
教
育
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
そ
っ
と
手
を
添

え
、
じ
っ
と
待
つ
」
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
若
者
た
ち
は
み
ん
な
可
能

性
の
芽
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
芽
を

伸
ば
し
て
い
か
に
花
咲
か
せ
る
か
、
そ

こ
に
教
育
の
す
ば
ら
し
さ
、
喜
び
が
あ

り
ま
す
。
学
生
た
ち
の
多
様
な
生
き
方

を
認
め
、
手
を
添
え
て
じ
っ
く
り
と
成

長
を
待
ち
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
を

担
お
う
と
す
る
高
い
志
と
、
あ
た
た
か

い
愛
を
持
っ
た
青
年
を
育
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
学
の
８０
年
の
歴
史
で
学
生
た
ち
に

伝
え
る
べ
き
最
も
大
切
な
も
の
は
、
初

代
学
長
の
黒
正
巌
博
士
が
言
わ
れ
た

「
道
理
は
天
地
を
貫
く
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
こ
れ
こ
そ
が
大
経
大
教
育
の
芯
棒

で
す
。
道
理
と
は
何
か
、
人
と
し
て
ど

う
生
き
る
の
か
を
、
真
剣
に
考
え
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。
学
生
も
教
職
員
も

自
ら
の
志
を
立
て
て
貫
き
、
お
か
げ
さ

ま
と
感
謝
す
る
心
を
育
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
職
員
と
学

生
が
家
族
の
よ
う
な
気
持
ち
で
学
び
あ

う
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
っ
た
ら
、
い
い
で

す
ね
。
大
経
大
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ
で
す
。

　

大
学
の
主
人
公
は
学
生
で
す
。
大
経

大
に
来
て
良
か
っ
た
と
い
う
満
足
感
、

大
経
大
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
を
ど
う
持
っ
て
も

ら
う
か
、
９０
周
年
〜
１
０
０
周
年
に
向

け
て
今
後
の
課
題
で
す
。
ゼ
ミ
教
育
な

ど
を
通
じ
て
、
教
職
員
が
学
生
と
正
面

か
ら
向
き
合
い
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生

を
大
切
に
す
る
、
き
め
細
か
い
教
育
を

実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
つ
な
が
る
力
」
い
っ
そ
う

そ
っ
と
手
を
添
え
、
じ
っ
と
待
つ

勝田泰久 理事長德永光俊 学長

そ
し
て

J館 図書館

体育館学生会館

４期校舎　２０１３年８月竣工予定
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　　　　新入社員教育をベースにした　　　　
就活特訓合宿プログラム

　9月18、19日の2日間にわたる合宿形式の「就活
実力養成特訓講座」がスタート。　合宿内容は、これ
から就活のスタートを切る3回生を対象とした短期
集中型講座です。
　大手企業の人材教育担当者の全面協力のもと、実
際の就職活動で体験する会社説明会・企業研究・グ
ループ発表・模擬面接など、リアルさを重視した1
泊2日のプログラムで行います。
　この講座では、実際の企業の人材教育担当者が講
師を務め、新入社員研修さながらにマナーや心構え
を学ぶほか、公開模擬面接、採用担当者による面接

対策講座など、密度の濃い研修にチャレンジしてい
きます。
　参加者は、エントリーシートをもとに本気で就活
に取り組む意識の高い学生50名を選抜し、働くこと
への意識づけと就活を始めるにあたってゴール設定
を明確にし、これからの就職活動につなげていきま
す。
　ただしこの合宿はスタート地点であり、“企業の目
線”や“働くこと”を知って、厳しい就職活動の中に飛
び込んでいく学生達のモチベーションを内定獲得ま
でいかに持続させていくかが大きな課題です。
　大経大の進路支援センターでは、個別面談や各種
セミナーなどできめ細かいサポートを充実して、学
生の就活を支援しています。

就職支援

　2012年度第25回 大阪経済大学 教育懇談会が、大
阪会場（大隅キャンパス）は6月23日（土）、岡山会場
（岡山プラザホテル）は6月30日（土）、高松会場（ロイ
ヤルパークホテル高松）は7月1日（日）、京都会場（メ
ルパルク京都）は7月16日（月・祝）に行われ、4会場
で計508組・739名の保護者が参加した。

■全体懇談・講演会
　大阪会場（大隅キャンパス）では、まず午前
10時からＤ館16教室で「全体懇談」が行われ、
オープニングとして本学ギタークラブの学生5
名が演奏。そして勝田泰久理事長が、本学の
経営、キャンパス整備、学士力や社会人基礎
力を培うための教育内容、就職に関するサポ
ート体制の現状と今後の方向性などについて
概略を説明。続いて德永光俊学長が本学の教
育の特徴と基本的考え方を解説。「学生に正面
から向き合う教育を実現していきたい。そし
て『我々はいかに生きるか』という根本を考
え続けるための種を、ゼミや課外活動を通じ
てまいていきたい」と決意を述べた。

　続く「講演会」では経済評論家の岡田晃氏
（本学客員教授）が登壇。「震災後の日本経済～
子どもたちがこれから羽ばたく社会の状況と
は～」というテーマで講演。厳しい経済状況

が続くなかで、本学の学生が社会に出る時期
を含む今後の日本経済はどうなっていくのか。
現状と期待などについて解説した。

■就職シンポジウム
　午後2時から同D館16教室で行われた「就職
シンポジウム」では、まず橋本浩二進路支援
部長が本学の就職実績やサポートについて概
略を説明。続いて本学OBで株式会社カース・
キャリアセンター代表取締役社長の村上文雄
氏が「現在の就職環境における適切なサポー
トとは？」というテーマで講演。保護者に求
められているのは「普段からのコミュニケー
ション／経験や体験を語る／価値観を押しつ
けない／他人の目でアドバイスする」といっ
た間接的サポートであると強調した。

　その後の「学生体験談」では、まずインタ
ーンシップ体験について経営学部の吉田実緒
さんが報告。「卒業後の進路に大きな影響を与

えた。金融機関での就業体験を通じて事務職
より営業などの仕事をしたいと思うようにな
った」と成果を強調した。
　続く就活体験談では、まず経済学部の森田
竜士さんが、「毎日が苦しく不安だったが、就
活は一人ひとり違うため、ノウハウ本に頼ら
ないほうが良い」。また早くから業界研究に取
り組み始めたという経営学部の秋元千尋さん
は、「自己分析をしっかり行い、何事も深く掘
り下げて考え、面接後には必ず振り返って反
省点を改善したことが良い結果につながった」
と報告した。
　この日は本学心理臨床センターの石野泉カ
ウンセラーによる講演「親子のコミュニケー
ション」や、急遽開催が決まった「資格講座
ガイダンス」、事前申し込みによる「成績懇談」
や「就職懇談」、「学生生活相談」や「施設見
学」、茶道部と邦楽部による「点出し・邦楽演
奏」、写真部による「作品展示」なども行われ、
キャンパス内は終日多くの保護者でにぎわっ
ていた。

「
3
・
１１
後
」
の
展
望
を
語
る

岡
田
晃
氏

Ｏ
Ｂ
の
村
上
文
雄
氏
が
講
演

生き方の種まきを

職支援
DAI KEI DAI

2012年度　教育懇談会

企業の人材教育担当者がバックアップする
「就活実力養成特訓講座」を開講

　同会場では「学生体験談」も披露された。司会進行はCBS文化放
送局の宮本秀平さん（情報社会学部）と木下茉実さん（経営情報学部）。

就活のコツを先輩が伝授

サポート体制を説明

保
護
者
と
の
個
人
面
談
も

学

巽杏奈さん巽杏奈さん 富山恭平さん富山恭平さん 佐々木啓太さん佐々木啓太さん 山﨑翔子さん山﨑翔子さん 小林弓恵さん小林弓恵さん

　経営学部の巽杏奈さんが
本学のゼミや自身の研究に
ついて説明。「ゼミで膨大な
情報を処理する分析能力が
培われ、知名度は高くなく
ても伸びる可能性のある企
業を選んで就活できた」と
報告した。

　経営学部の富山恭平さん
は陸上競技部主将としての
体験を披露。「監督の理解の
もと授業優先で練習を行っ
ている。体育系クラブの活
動と勉学は両立できるので
ぜひ応援してほしい」と保
護者に訴えた。

　落語研究会の主将で人間
科学部の佐々木啓太さんは
文化系クラブと下宿生活に
ついて報告。「大経大の文化
系クラブは他のクラブとの
横のつながりを大事にして
いる。多くの知り合いを作
れるので人脈が豊かにな
る」。また下宿生活について
は「自由度が高く遊びがち
になるような心配をされる
が本人次第だ」と話した。

　「旅行業務取扱管理者」の
資格を取得した経済学部の
山﨑翔子さんは、資格取得
に関する本学のサポート体
制などを紹介。「興味ある分
野を学ぶことは楽しく、挑
戦することの大切さを学ん
だ。やってみたいことがあ
れば何でも挑戦してほしい」
と後輩にアドバイスした。

　経営情報学部の小林弓恵
さんは、アメリカ・メンフ
ィス大学への留学経験につ
いて報告。「コミュニケーシ
ョン能力・語学力が身につ
き達成感を味わえた。新興
国からの留学生との交流で
勉強に対するアグレッシブ
な姿勢を学べた」と海外留
学の意義を強調した。
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休
眠
支
部
の
再
活
動
を
進
め
る

２
０
１
２
年
度
理
事
会

　

第
１１
回
大
樟
体
育
会
総
会

が
４
月
２８
日（
土
）、
同
窓
会

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
出
席

ク
ラ
ブ
は
全
３４
ク
ラ
ブ
中

２３
、
欠
席
は
１１
ク
ラ
ブ
だ
っ

た
。

　

は
じ
め
に
下
垣
恒
彦
会
長

が
日
ご
ろ
の
各
ク
ラ
ブ
活
動

に
対
し
て
お
礼
を
述
べ
、「
総

会
は
全
ク
ラ
ブ
が
出
席
し
て

い
た
だ
い
て
話
し
合
い
を
す

る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

２
０
１
２
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ

Ａ
Ｏ
入
試
枠
７５
名
は
堅
持
し

て
い
く
。
ま
た
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
積
極
的

に
参
加
す
る
ク
ラ
ブ
が
増
え

て
い
ま
す
。
創
立
８０
周
年
記

念
募
金
に
当
会
か
ら
２０
万
円

協
賛
し
ま
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

同
窓
会
を
代
表
し
て
佐
藤

武
司
会
長
は
「
８０
周
年
記
念

募
金
は
体
育
会
へ
の
使
用
方

法
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
大
学

の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
を
決
め

同
窓
会
旗
を
新
調
し
ま
す
が
、

大
学
は
ピ
ン
ク
系
を
考
え
て

い
る
よ
う
で
、
体
育
会
系
は

エ
ン
ジ
か
ブ
ル
ー
を
使
用
し

て
い
る
の
が
多
い
。
引
き
続

き
大
学
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の

向
上
に
皆
さ
ん
の
お
力
を
得

た
い
」。
旗
の
問
題
に
つ
き
学

内
理
事
の
田
村
正
晴
同
窓
会

副
会
長
が
そ
の
経
緯
と
方
向

性
を
、
特
に
旗
の
使
用
頻
度

が
多
い
体
育
会
ク
ラ
ブ
に
説

明
し
た
。

　

大
樟
会
本
部
を
は
じ
め
同

窓
会
、
体
育
会
本
部
役
員
の

紹
介
、
出
席
ク
ラ
ブ
の
自
己

紹
介
の
の
ち
議
事
に
入
り
、

２
０
１
１
年
度
活
動
報
告
・

決
算
報
告（
２
０
１
１
年
４
月

〜
２
０
１
２
年
３
月
）が
あ

り
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
が
あ
り
会
計
が
交

代
、
組
織
強
化
に
２
名
が
新

任
さ
れ
た
。

　

次
い
で
２
０
１
２
年
度
活

動
方
針
と
し
て
①
ス
ポ
ー
ツ

文
化
振
興
室
と
の
協
力
体
制

の
確
立
②
指
定
競
技
種
目
の

指
導
体
制
の
強
化
③
大
学
と

の
定
期
的
打
ち
合
わ
せ
要
請

④
マ
ナ
ー
向
上
運
動
に
協
力

す
る
⑤
全
ク
ラ
ブ
の
参
加
体

制
の
強
化
⑥
ク
ラ
ブ
の
活
動

視
察
⑦
大
樟
体
育
会
の
親
睦

会
を
実
施
―
―
が
提
案
さ
れ

一
括
承
認
さ
れ
た
。

　

佐
藤
武
司
同
窓
会
長
は

「
８０
周
年
記
念
事
業
の
キ
ャ
ン

パ
ス
整
備
計
画
も
着
々
と
進

み
、
最
終
段
階
の
シ
ン
ボ
ル

タ
ワ
ー
棟
の
建
設
が
始
ま
り

ま
し
た
。
２
年
半
後
に
完
成

し
ま
す
が
高
さ
４５
㍍
で
地
域

の
方
は
も
と
よ
り
新
幹
線
の

車
窓
か
ら
も
ハ
ッ
キ
リ
見
え
、

本
学
の
大
き
な
広
告
塔
に
な

り
ま
す
。

　

８０
周
年
記
念
式
典
は
１０
月

１
日
に
挙
行
さ
れ
ま
す
が
、

募
金
の
締
め
切
り
は
来
年
の

３
月
末
ま
で
で
募
金
の
口
数

を
増
や
し
た
い
で
す
。
今
一

度
、
周
囲
で
ま
だ
の
方
が
お

ら
れ
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

　

同
窓
会
か
ら
は
募
金
以
外

に
『
陶
板
』
の
ボ
ー
ド
の
寄

贈
を
考
え
て
い
ま
す
。
１０
万

円
以
上
の
募
金
者
の
お
名
前

を
入
れ
、
ボ
ー
ド
は
建
物
に

埋
め
込
む
形
と
な
り
永
遠
に

顕
彰
さ
れ
ま
す
。
恒
例
の
同

窓
会
総
会
は
１１
月
３
日
、
本

学
で
開
き
ま
す
＝
下
段
告
知

ご
参
照
。
ま
た
同
窓
会
の
情

報
誌
『
澱
江
』
を
８０
周
年
記

念
号
と
し
て
企
画
し
て
お
り
、

同
窓
生
企
業
を
中
心
と
し
て

今
回
も
広
告
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。
小
さ
い
ス
ペ
ー
ス

で
も
結
構
で
す
の
で
広
告
の

協
賛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
同
窓
会
名
を
今
秋
か

ら
『
大
阪
経
済
大
学
大
樟
会
』

と
改
称
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
同
窓
会
旗
を
新
調
し
ま
す

が
、
旗
の
色
に
つ
い
て
目
下

大
学
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

伝
統
あ
る
『
紺
系
』
が
大
樟

体
育
会
や
全
国
支
部
長
会
の

要
望
で
し
た
。
理
事
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
も
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

学
生
さ
ん
の
就
職
状
況
は

今
年
も
悪
い
と
い
う
一
言
で

す
が
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
皆

さ
ん
の
企
業
で
経
大
生
の
採

用
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
同
窓
会
と
大
学
は
決

し
て
対
峙
す
る
こ
と
な
く
言

う
べ
き
主
張
は
言
い
、
今
後

と
も
よ
り
生
産
的
な
関
係
を

創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
」
と
述
べ
た
。

　

◇
事
業
報
告
な
ど

　

次
に
議
事
に
入
り
、
議
長

に
進
木
伸
次
郎
氏
、
副
議
長

に
廣
野
義
直
氏
を
選
び
、
議

案
審
議
に
入
っ
た
。
第
１
号

議
案
の
２３
年
度
事
業
報
告
、

収
支
計
算
書
、
監
査
報
告
が

行
わ
れ
た
。
同
窓
会
員
数
と

澱
江
の
発
行
部
数
の
差
や
会

員
名
簿
の
管
理
及
び
名
簿
調

査
費
の
内
容
、
基
金
運
用
の

取
り
崩
し
な
ど
に
つ
い
て
の

質
問
が
あ
り
、
中
村
前
財
務

部
長
が
補
足
説
明
を
し
、
全

員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

第
２
号
議
案
で
は
２４
年
度

事
業
報
告
、
収
支
報
告
が
提

案
さ
れ
た
。
事
業
報
告
で
は

広
報
部
の
次
号
「
澱
江
」
が

創
立
８０
周
年
記
念
号
と
し
て

オ
ー
ル
フ
ル
カ
ラ
ー
、
８０
ペ

ー
ジ
を
予
定
し
て
い
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
た
。

　

一
方
、
組
織
部
で
は
休
眠

支
部
と
し
て
大
阪
市
支
部
の

細
分
化
を
は
じ
め
滋
賀
、
鳥

取
、
島
根
支
部
の
再
建
を
進

め
る
提
案
に
対
し
、
平
尾
哲

男
理
事（
２８
回
）か
ら
大
阪
市

支
部
の
細
分
化
案
が
出
て
お

り
、
事
前
連
絡
も
な
い
が
、

と
反
論
が
あ
り
、
組
織
部
長

が
陳
謝
し
た
。
今
後
は
十
分

相
談
を
し
て
進
め
て
い
く
。

支
部
再
建
は
同
窓
会
の
活
性

化
に
必
要
と
い
う
見
解
も
示

し
た
。

　

収
支
予
算
で
は
会
費
収
入

が
安
定
化
に
戻
っ
た
経
緯
が

説
明
さ
れ
た
。
８０
周
年
募
金

は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
点
に

つ
き
、
佐
藤
会
長
は
ま
ず
陶

板
の
ボ
ー
ド
を
約
１
千
万
円

か
け
作
成
し
寄
贈
す
る
。
ま

た
２５
年
度
へ
の
次
期
繰
越
が

マ
イ
ナ
ス
で
は
不
自
然
と
の

指
摘
に
、
特
別
基
金
２
千
万

円
を
１
千
万
円
に
減
額
訂
正

し
あ
と
は
調
整
す
る
案
で
承

認
を
得
た
。

校
友
会
化
を
進
め
る
べ
き
で

は
な
い
か　
　

　

中
村
敏
啓
理
事（
３１
回
）か

ら
「
大
学
運
営
が
厳
し
く
な

る
今
日
、
同
窓
会
と
大
学
が

将
来
的
に
も
手
を
携
え
る
に

は
同
窓
会
の
組
織
と
体
制
を

ど
う
す
る
か
を
真
剣
に
考
え

る
時
期
に
き
て
い
る
。　

例

え
ば
大
阪
市
支
部
の
会
員

４
０
０
０
名
の
掘
り
起
こ
し

な
ど
同
窓
会
だ
け
で
は
で
き

な
い
。
大
学
と
手
を
結
ば
な

い
と
同
窓
会
は
伸
び
な
い
。

そ
の
意
味
で
同
窓
会
は
『
校

友
会
』
化
を
進
め
る
べ
き
だ
」。

　

こ
れ
に
対
し
佐
藤
会
長
は

「
同
窓
会
が
独
立
し
て
お
り
、

今
以
上
に
力
を
つ
け
る
こ
と

で
存
在
意
義
が
あ
る
。
本
学

は
中
堅
大
学
で
あ
る
か
ら
こ

そ
同
窓
会
活
動
が
成
り
立
つ
。

少
な
く
と
も
私
の
在
任
中
は

校
友
会
化
へ
の
考
え
は
あ
り

え
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

　

第
３
号
議
案
で
神
田
博
常

務
理
事
の
辞
任
に
よ
り
各
回

理
事
の
上
田
敬
二
郎
氏（
５２

回
）を
紹
介
、
承
認
さ
れ
た
。

学
生
の
就
職
状
況
の
悪
さ
に

力
不
足
を
感
じ
る

　
　
　
　

―
―
勝
田
理
事
長

　

第
２
部
で
は
来
賓
あ
い
さ

つ
で
勝
田
泰
久
理
事
長
が

「
８０
周
年
記
念
事
業
は
同
窓
生

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
順
調

に
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
学

生
の
就
職
状
況
が
悪
く
、
わ

れ
わ
れ
の
力
不
足
を
感
じ
て

い
ま
す
。
大
学
の
使
命
は
学

生
に
知
力
、
気
力
、
耐
力
を

教
え
夢
と
希
望
の
実
現
を
支

援
し
て
い
く
こ
と
で
す
」。

原
点
に
戻
り
建
学
精
神
を
伝

え
た
い

　
　
　
　
　

―
―
德
永
学
長

　

德
永
光
俊
学
長
は
「
最
近
、

経
大
生
の
い
い
話
が
一
般
新

聞
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
い
い
こ
と
で
す
。
私
の

部
屋
か
ら
大
樟
の
木
が
見
え

ま
す
が
こ
の
時
期
今
一
度
原

点
に
戻
り
、
建
学
の
精
神

『
天
地
は
道
理
を
貫
く
』
と
は

何
か
を
学
生
に
教
え
、
伝
え

た
い
」
と
教
学
の
理
念
を
述

べ
ら
れ
た
。

　

第
３
部
の
懇
親
会
は

１
０
０
名
以
上
の
参
加
者
で

盛
り
上
が
り
、
理
事
会
は
終

了
し
た
。

　

平
成
２４
年
度
同
窓
会
理
事

会
が
５
月
２６
日
午
後
か
ら
Ｅ

館
で
、
理
事
総
数
１
６
０
名

中
、
出
席
９８
名
、
委
任
状
提

出
４５
名
の
計
１
４
３
名
で
開

か
れ
た
。

　

は
じ
め
に
昨
年
の
物
故
者

へ
全
員
で
黙
祷
を
行
っ
た
。

つ
い
で
田
村
正
晴
副
会
長
が

各
回
卒
の
新
理
事
の
出
席
に

感
謝
し
、
開
会
を
宣
言
。

　

ま
た
事
務
局
か
ら
健
康
上

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
室
と
さ
ら
に
協
力
を

2
0
1
2
年
度
大
樟
体
育
会
総
会
開
催

同
窓
会
名
「
大
樟
会
」
と
改
称

講　師：中村　雄二　先生
　　　　　　　　前・駐イタリア特命全権大使
　　　　　　　　現・大阪経済大学客員教授
テーマ：
「欧州通貨危機と日本外交」
　ギリシャに端を発した通貨危機が広く欧州全
域に拡散したことは今年の主要な世界ニュース
の１つです。アメリカや日本への影響も大きく、
経済環境の変化はこの先も不透明です。中村雄
二先生は長年にわたりヨーロッパを中心に各国
の総領事や全権大使を務められました。外交官
としての高い見識から時宜を得たお話を聞かせ
ていただきます。　　

中村　雄二 氏
（なかむら　ゆうじ）
　1944年9月5日 生 ま
れ。1966年、東京大学
法学部第3学年の時に、

外務公務員上級試験合格のため中退。外
務省に入省し、その後ドイツ・チュービ
ンゲン大学に留学する。1992年、駐ドイ
ツ・フランクフルト総領事、1994年に外
務省官房審議官兼内閣情報調査室次長、
1996年に駐オーストラリア・シドニー総
領事、2000年に参議院国際部長、2002
年に駐スイス特命全権大使、2005年に駐
イタリア特命全権大使などを経て、2009
年に本学経営情報学部客員教授に着任。

　同窓生の皆さん、お変わりございませんか。母校創立80周年の今年、
メモリアルとなる同窓会総会がやってきました。
　11月3日（土・祝）あなたのお元気な顔をぜひお見せください。

盛
り
上
が
っ
た
懇
親
会

下垣恒彦会長があいさつ

あいさつする佐藤武司同窓会長

11月3日（土・祝）　※受付10：30～
●総会＆「大樟会旗」旗びらき
　11：00～12：00　70周年記念館フレアホール3F
●記念講演会
　12：00～13：00　70周年記念館フレアホール3F
　詳細は右記ご参照
●懇親会
　13：30～15：30　学生会館2F
　　※会費＝お一人￥3000（今年の卒業生は￥2000）

2012年                     
                     　　に参加しよう！

お問い合わせ　
大阪経済大学「大樟会」

TEL：06-6328-2431　
FAX：06-6328-4564 
E-mail：denko@osaka-ue.ac.jp

＜講師プロフィール＞

大 樟 会　　
　　だ よ り
大 樟 会　　
　　だ よ り

な
ど
の
理
由
で
辞
任
さ
れ
た

総
務
、
組
織
、
財
務
部
長
の

後
任
に
総
務
・
進
木
伸
次
郎

（
３３
回
）、
組
織
・
廣
野
義
直

（
３４
回
）、
財
務
・
中
坪
健
治

（
４１
回
）各
氏
を
選
出
、
紹
介

が
あ
っ
た
。

記念講演会
「大樟会」総会
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ま
ず
全
体
説
明
会
が
Ｄ
館

１
階
の
階
段
教
室
で
行
わ
れ
、

人
間
科
学
部
の
脇
坂
翔
太
さ

ん（
２
年
）が
、
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
の
過
ご
し
方
・
楽

し
み
方
な
ど
を
、
説
明
会

型
・
個
別
相
談
型
・
見
学

型
・
体
験
型
の
４
種
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
紹
介
。
新
し
く
な

っ
た
図
書
館
に
つ
い
て
「
大

学
生
以
外
で
足
を
踏
み
入
れ

　

２
０
１
２
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
第
１

回
が
７
月
２２
日（
日
）、
午
前
１１
時
か
ら
本
学
・
大

隅
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
Ｂ
館
前
の
受
付
に

は
、
開
始
時
間
前
か
ら
続
々
と
高
校
生
グ
ル
ー
プ

や
同
行
の
保
護
者
が
訪
れ
、
こ
の
日
の
参
加
者
は

１
２
６
０
名
。
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト

会
場
は
終
日
、
真
剣
な
表
情
の
高
校
生
た
ち
の
姿

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

る
の
は
皆
さ
ん
が
初
め
て
」

と
見
学
を
勧
め
た
。
そ
し
て

卒
業
生
を
代
表
し
て
東
村
元

寿
さ
ん（
２
０
１
１
年
・
経

営
学
部
卒
）が
、
本
学
に
つ
い

て
「
大
経
大
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
『
つ
な
が
る
力
』
が

本
当
に
あ
っ
た
。
学
生
同
士

だ
け
で
な
く
職
員
の
方
た
ち

と
も
つ
な
が
る
機
会
が
多
か

っ
た
。
４
年
後
の
就
職
活
動

で
は
自
分
と
企
業
を
つ
な
い

で
い
く
力
が
必
要
。
そ
れ
に

気
づ
け
る
の
が
こ
の
大
学
の

良
い
と
こ
ろ
だ
」
と
熱
烈
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

続
く
大
学
紹
介
・
入
試
説

明
会
で
は
、
入
試
部
の
職
員

が
本
学
の
学
部
構
成
や
学
生

数
、
８０
周
年
を
記
念
し
た
新

し
い
施
設
、
就
活
に
関
す
る

　７月１２日（木）、「２０１２年度第１回課外活動表彰式」
が本学Ｊ館３階第１会議室にて行われました。 顕
著な活躍をし、本学の名誉に貢献したことをたた
え、理事長、学長、大樟体育会事務局長から励ま
しの言葉がおくられました。 また、受賞者が今後
の決意を表明しました。
　表彰された学生の皆さん、おめでとうございま
す。表彰者および表彰実績は右のとおりです。

団
体
アイススケート部 関西学生選手権大会団体優勝

自動車部 全関西ジムカーナ選手権第3位

バドミントン部 大阪学生バドミントン選手権男子1部2位

陸上競技部 全日本大学駅伝対校選手権大会　関西予選第3位　全日本大学駅伝出場

準硬式野球部 関西トーナメント優勝　全日本大学準硬式野球選手権大会出場

ハンドボール部 関西学生ハンドボール春季リーグ1部男子第3位

映画研究部 冬季シネック上映会第1位、第2位

個
人
坂本　侑馬 関西学生選手権男子500m優勝（アイススケート）

上村　翔太
関西学生選手権男子1000m優勝、500ｍ3位（アイススケート）

全日本選抜ショートトラック選手権総合5位（アイススケート）

吉川　政志 関西学生選手権男子1500m優勝、男子3000m優勝（アイススケート）

真木　倫志 関西学生選手権男子1500m3位、選手権男子3000m4位（アイススケート）

松下　良祐 大阪学生陸上競技対校選手権大会5000ｍ1位

谷本　旭洋 大阪学生陸上競技対校選手権大会10000ｍ1位

大山　健太 大阪学生陸上競技対校選手権大会10000ｍ2位

溝渕　大輔 関西学生陸上競技対校選手権大会ハーフマラソン2位

森　　基 関西学生ハンドボール春季リーグ1部男子ベストセブン

永井　雄也 関西学生ハンドボール春季リーグ1部男子得点王

狩野　智美 関西学生弓道選手権女子個人第３位

生田　岳暉 近畿六大学準硬式野球春季リーグ戦最多勝利・敢闘賞

原　　明大 近畿六大学準硬式野球春季リーグ戦打点王

柳生　純平 近畿六大学準硬式野球春季リーグ戦ベストナイン

上田　陽亮 近畿六大学準硬式野球春季リーグ戦ベストナイン

笹井　俊宏

大阪学生選手権水泳競技大会100ｍバタフライ2位

大阪府選手権水泳競技大会50mバタフライ優勝（大会新）

第11回関西学生夏季公認記録会50mバタフライ優勝（大会新）

サ
ポ
ー
ト
な
ど
概
略
を
説
明
。

そ
の
後
、
本
学
が
実
施
す
る

一
般
入
試（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
方

式
）、
公
募
推
薦
、
商
業

科
・
工
業
科
・
総
合
学
科
推

薦
な
ど
の
入
試
形
態
に
つ
い

て
、
出
願
資
格
や
選
考
方
法
、

受
験
科
目
や
検
定
料
な
ど
の

概
要
を
説
明
し
た
。

　

カ
フ
ェ
体
験
な
ど
の
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
を
は
さ
ん
で
、
午

後
０
時
１５
分
か
ら
は
学
部
・

学
科
説
明
会
が
行
わ
れ
、
人

間
科
学
部（
１
回
目
）で
は
谷

所
慶
准
教
授
が
、「
人
間
科
学

と
は
人
間
に
つ
い
て
追
究
す

る
学
問
分
野
。
人
間
を
心
と

体
と
社
会
か
ら
研
究
し
て
い

く
」
と
説
明
。
３
つ
の
コ
ー

ス
や
４
年
間
の
学
び
の
流
れ
、

取
得
で
き
る
資
格
な
ど
の
特

徴
を
説
明
し
た
。

　

ま
た
経
営
学
部
の
学
部
・

学
科
説
明
会（
２
回
目
）で
は
、

井
形
浩
治
学
部
長
が
本
学
経

営
学
部
の
大
き
な
特
色
で
あ

る
経
営
と
法
の
融
合
に
つ
い

て
概
略
を
説
明
。
続
い
て
曽

根
秀
一
講
師
と
池
島
真
策
副

学
部
長
が
、
経
営
学
と
は
何

か
を
は
じ
め
、
将
来
の
進
路

に
対
応
す
る
進
路
別
履
修
モ

在学生が　　　　アピール

で
、
い
く
ら
で
も

世

界
が
広
が
る
場
所
」、「
自
分

の
可
能
性
の
芽
を
摘
み
取
ら

ず
新
し
い
分
野
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
高
校
生

た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

ま
た
経
営
学
部
の
会
場
で

は
、
ま
ず
福
元
美
貴
子
さ
ん

（
２
年
）が
「
ア
パ
レ
ル
業
界

で
の
起
業
を
め
ざ
し
て
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス
で

学
び
た
い
と
思
っ
た
」
と
本

学
経
営
学
部
を
志
望
し
た
動

機
を
紹
介
。
続
く
堀
川
設
男

さ
ん（
３
年
）は
、「
自
分
の
私

生
活
を
営
業
し
よ
う
」
と
決

心
し
、
ま
ず
は
自
立
し
、
次

に
つ
な
が
る
力
を
身
に
つ
け

る
な
ど
目
的
意
識
を
持
っ
た

学
生
生
活
を
送
っ
て
き
た
と

説
明
。「
人
に
何
を
言
わ
れ
て

も
自
分
が
正
し
い
と
思
う
や

り
方
を
貫
い
て
く
だ
さ
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

デ
ル
や
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養

成
コ
ー
ス
な
ど
の
特
徴
を
紹

介
し
た
。

　

人
間
科
学
部
の
「
学
部
の

ま
と
め　

〜
学
生
か
ら
見
た

こ
の
学
部
〜
」
で
は
、
山
口

夢
子
さ
ん（
３
年
）と
岡
本
友

恵
さ
ん（
３
年
）が
、「
面
白
い

授
業
や
将
来
の
目
標
に
役
立

つ
授
業
が
多
い
」「
黙
っ
て
聴

く
授
業
だ
け
で
な
く
実
習
が

非
常
に
多
い
」
と
学
部
紹
介
。

本
学
の
人
間
科
学
部
を
選
ん

だ
理
由
や
、
大
学
入
学
後
に

新
し
い
自
分
を
発
見
し
た
体

験
談
な
ど
に
触
れ
、「
大
学
は

自
分
が
積
極
的
に
動
く
こ
と

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
こ
の
他
に
も
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

体
験
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。
在
学
生
と
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク
の
会
場（
Ｃ
館
２
階
）

で
は
、
各
学
部
の
学
部
生
が
、

会
場
を
訪
れ
た
高
校
生
た
ち

と
楽
し
そ
う
に
談
笑
。
学
部

に
よ
る
学
び
の
違
い
や
、
コ

ー
ス
制
、
受
験
対
策
に
関
す

る
質
問
な
ど
に
、
在
学
生
な

ら
で
は
の
視
点
と
体
験
を
も

と
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

　

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
は
、
第
２
回
が
８
月

生が　　　　アピ烈烈熱熱

最
終
の
第
４
回
は
１０
月
１４
日

（
日
）に
開
催
さ
れ
る
予
定
。

　6月3日西京極陸上競技場で、全日本大学駅伝対校選手権大会関西予選
が行われました。
　結果は、総合3位を獲得し3年ぶり18回目の全国大会出場を決めまし
た。11月4日に開催される全日本大学駅伝対校選手権大会（熱田神宮～伊
勢神宮）に出場します。
　皆さんのご声援をよろしくお願いします。

　第64回全日本大学準硬式野球選手権
大会で準硬式野球部がベスト4になり
ました。対戦相手と戦績は次のとおり
です。

　第60回全日本学生弓道選手権大
会で弓道部（女子）がベスト8になり
ました。対戦相手と戦績は次のと
おりです。

◎1回戦　8/27（月）
　大阪経済大学　3-2　東北学院大学
◎2回戦　8/28（火）
　大阪経済大学　1-0　愛知学院大学
◎準々決勝　8/29（水）
　大阪経済大学　4-3　同志社大学　
◎準決勝　8/30（木）
　大阪経済大学　1-2　中央大学

（1回戦　不戦勝）
◎2回戦　
　大阪経済大学　10中
　慶応義塾大学　  8中

◎3回戦
　大阪経済大学　  6中
　日本大学　　　  8中

　創立80周年記念事業の一環とし
て、今年度も記念講演会を開催し
ました。 
　第1弾は、本学が持つ4学部（経
済学部・経営学部・情報社会学
部・人間科学部）による連続講演会
を開催しました。各学部で設定し
た共通テーマのもと、各学部代表
2名の本学専任教員が自身の専門
分野に関して、独自の視点での講
演を行いました。

DAI KEI DAI　ニュース

陸上部 全日本大学駅伝対校選手権大会
関西予選3位

日時 テーマ・講演者

第
１
回

6月16日(土)：経済学部
共通テーマ「グローバル経済と
人材育成を考える」

グローバル時代における日本の産業・企業のゆくえ
吉田　秀明　経済学部経済学科　准教授

ピースフル・グローバリゼーションのすすめ
鈴木　隆芳　経済学部経済学科　准教授

第
２
回

6月23日(土)：経営学部
共通テーマ
「経営の法的環境を考える」

コーポレートガバナンスの哲学
井形　浩治　経営学部ビジネス法学科　教授／学部長

ガバナンスをめぐる会社法改正の動向
池島　真策　経営学部ビジネス法学科　教授／副学部長

第
３
回

7月21日(土)：情報社会学部
共通テーマ
「情報化社会と技術を考える」

被服・環境から人の心と行動を見る！
家本　修　情報社会学部情報社会学科　教授／学部長

技術立国日本の起伏－ペリー来航から半導体産業凋落まで－
高松　亨　情報社会学部情報社会学科　教授／副学部長

第
４
回

7月28日(土)：人間科学部
共通テーマ
「現代の社会意識
　　　　　　－社会学的分析」

社会学からみる現代日本の階層意識
石田　淳　人間科学部人間科学科　准教授

社会学からみる現代ドイツの民族意識
城　達也　人間科学部人間科学科　教授／学部長

champion
金子裕

真さん

形田照
章さん

丹羽淳
貴さん

古川香
織さん

中辻健
介さん

創立80周年記念講演会【第１弾】
４学部セミナー

図書館主催　ビブリオバトル
プ
レ
ゼ
ン

　本学図書館が主催する第２回ビブリオ
バトル（知的書評合戦）が、６月２９日（金）
午後０時５０分から、新図書館１階スタデ
ィエリアで行われた。今回の発表者は６
名。自身が紹介する一冊の本について、
その本を選んだ理由、ストーリーや登場
人物、表現の特徴、作者の意図などを、
身ぶり手ぶりを交えて懸命にアピールし
た。本自体の魅力もさることながら、観
客にその本を読みたいと思わせる話術も
問われるだけに、本のなかで印象に残っ
た言葉を引用したり、その本の内容と実
社会の現象をリンクさせるなど、それぞ
れに工夫を凝らしたプレゼンテーション
を展開。観客や他の発表者からの鋭い質
問にも、本をしっかりと読み込み理解し
ていることが感じられる堂々の発表ぶり
だった。

　プレゼンと質問の終了後は挙手による多数決審査
が行われ、今回の読みたい本No.1（チャンプ本）は、
古川香織さん（人間科学部）が紹介した「絶望の国の
幸福な若者たち／古市憲寿著」に決定。古川さんは
「前回も参加したが、緊張のあまり良いプレゼンがで
きず後悔が残った。２回目でチャンプ本に選ばれリ
ベンジできた」と受賞の喜びを嬉しそうに語った。
　ビブリオバトルの準備や進行には本学学生が協力
しており、司会を務めた吉田聖さん、撮影を担当し
た加古資弥さん、受付担当の畑中啓希さん（いずれも
経済学部）らが最後に紹介され、会場から盛大なねぎ
らいの拍手が送られた。

チャンプ本に古川さん

愛
読
書
を

安藤郁
哉さん

第1回 課外活動表彰式2012年度

■
全
体
説
明
会

■
大
学
紹
介
・

　

入
試
説
明
会

■
学
部
・

　

学
科
説
明
会

■
そ
の
他
の

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

■
学
部
の
ま
と
め

〜
学
生
か
ら
見
た

　
　
　
　

こ
の
学
部
〜

５
日（
日
）、
第
３
回
が
８
月

１９
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
。

準硬式野球部
全日本選手権大会ベスト4

弓道部（女子）
全日本学生弓道選手権大会ベスト8



6第36号2012年9月

　

本
学
の
近
隣
地
域
に
あ
る
土
居
商
店
街

（
守
口
市
）の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
、

本
学
経
営
学
部
２
年
生
に
よ
る
「
研
究
成

果
発
表
会
」
が
、
商
店
街
の
理
事
な
ど
関

係
者
を
招
き
、
７
月
１９
日（
木
）午
後
２
時

３５
分
か
ら
Ｊ
館
・
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　

発
表
し
た
の
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養

成
を
め
ざ
す
「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
コ
ー

ス
」
で
開
講
さ
れ
て
い
る
「
コ
ン
サ
ル
基

礎
演
習
」
の
受
講
生
３９
名
。
今
年
４
月
か

ら
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
現
地
調
査
を

行
い
、
大
学
生
ら
し
い
自
由
な
視
点
と
ユ

ニ
ー
ク
な
発
想
で
活
性
化
対
策
を
練
り
上

げ
て
き
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
は
１
グ

ル
ー
プ
に
つ
き
８
分
間
。
テ
ー
マ
は
、
Ａ

班
「
商
店
街
を
活
性
化
し
よ
う
！
」、
Ｂ
班

「
Ｈ
Ｐ
作
成
大
作
戦
」、
Ｃ
班
「
土
居
商
店

街
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
Ｄ
班
「
土
居
商

店
街
の
理
想
の
お
花
屋
さ
ん
」、
Ｅ
班
「
土

居
レ
ン
ジ
ャ
ー
再
生
計
画
」、
Ｆ
班
「
土
居

商
店
街
へ
の
提
案
」、
Ｇ
班
「
精
肉
店
改
善

案
」、
Ｈ
班
「
土
居
商
店
街
〜
仙
寿
堂
〜
」。

　

商
店
街
全
体
や
各
店
舗
に
対
す
る
現
状

分
析
、
改
善
の
た
め
の
提
案
と
理
由
、
実

現
に
向
け
た
具
体
的
方
策
と
経
費
、
日
程

な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
練
習
を
重
ね
た

堂
々
の
話
し
ぶ
り
で
会
場
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　

今
回
の
研
究
対
象
と
な
っ
た
土
居
商
店

街
は
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
集
客
力
の
低
下

が
顕
著
で
、
関
係
者
に
は
、
学
生
目
線
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
や
接
客
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
よ
り
若
年
層
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
と
の
強
い
思
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ

の
た
め
報
告
会
の
半
ば
と
最
後
に
は
、「
若

者
な
ら
で
は
斬
新
な
発
想
。
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」、「
鋭
い
指

摘
と
提
案
だ
っ
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

な
っ
た
気
持
ち
で
長
い
ス
パ
ン
で
見
守
っ

て
ほ
し
い
」「
報
告
を
聞
き
、
や
る
気
が
フ

ツ
フ
ツ
と
湧
い
て
き
た
」
な
ど
の
う
れ
し

い
感
想
が
学
生
た
ち
に
送
ら
れ
た
。

　

ま
た
報
告
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
参

加
し
た
学
生
同
士
が
審
査
を
行
い
、
上
位

２
グ
ル
ー
プ
に
担
当
教
員
の
吉
野
忠
男
准

教
授
か
ら
賞
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

media
informati

on

日頃の勉強の成果を論文で発表しませんか。
個人でも、グループでも応募は可能です。
皆さんの応募をお待ちしています。

提出期間：9月24日（月）～10月4日（木）　　
　　　　　　　　　　　　17：00まで
お問い合わせ先：大阪経大学会　事務局
　　　　　　　　（J館3階　研究支援課）
詳細は大阪経大学会ホームページをご覧ください
http://www2.osaka-ue.ac.jp/gakkai/

本学の学生、教員の取り組みがさまざまなメディアに取り上げられました。
詳細は大学Webをご覧ください。http://www.osaka-ue.ac.jp/

　

昨
年
に
続
く
、
創
立
８０
周
年
記
念

事
業
・
学
生
企
画
プ
レ
ゼ
ン
提
案
会

の
第
１
回
が
６
月
９
日（
土
）、
午
前

１０
時
か
ら
Ｂ

－

４１
教
室
で
行
わ
れ

た
。
司
会
進
行
を
務
め
た
の
は
８０
周

年
記
念
事
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
１
人
、

経
営
学
部
４
年
の
森
重
俊
紀
さ
ん
。

德
永
光
俊
学
長
、
草
薙
信
照
副
学
長
、

吉
野
忠
男
経
営
学
部
長
補
佐
、
宮
武

記
章
情
報
社
会
学
部
長
補
佐
を
は
じ

め
と
す
る
８
名
の
教
職
員
が
審
査
員

を
務
め
た
。

　

ま
ず
德
永
学
長
が
「
８０
周
年
を
学

生
が
祝
え
る
こ
と
が
大
事
。
新
し
い

力
を
皆
さ
ん
で
表
現
し
て
ほ
し
い
。

楽
し
く
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
応
募
チ
ー
ム
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

最
初
に
「DEPP

大
阪
」
が
「
子
ど

も
が
つ
な
ぐ
『
人
の
命
』
と
『
地
域

の
絆
』　

西
淀
川
防
災
教
育
モ
デ
ル
事

業
」、
続
い
て
「
チ
ー
ム
大
経
大
☆

jumpers

」
が
「
８０
周
年
だ
よ
!!
全
員

集
合
」、
最
後
に
「Rockin'on 

大
Ｋ

大 

編
集
部
」
が
「Rockin'on 

大
Ｋ

大
の
発
行
に
つ
い
て
」
の
各
テ
ー
マ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
懸
命
に
練
り
上
げ

た
独
自
企
画
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後

の
質
疑
応
答
で
は
、
教
職
員
が
真
剣

な
面
持
ち
で
、
３
チ
ー
ム
の
企
画
内

容
に
対
す
る
質
問
や
意
見
、
実
現
に

向
け
た
現
実
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
っ
た
。
ま
た
応
募
チ
ー
ム
へ
の

記
念
品
贈
呈
に
は
、「
は
て
に
ゃ
ん
。」

が
飛
び
入
り
す
る
な
ど
、
審
査
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
元
気
い
っ
ぱ

い
の
学
生
た
ち
の
笑
い
に
包
ま
れ
た
。

　

こ
の
日
の
提
案
会
は
草
薙
副
学
長

が
「
今
回
も
熱
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ

ン
と
質
疑
応
答
だ
っ
た
。
大
切
な
の

は
実
現
へ
の
プ
ロ
セ
ス
。
そ
れ
に
よ

り
学
生
も
教
職
員
も
成
長
し
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

A班

商店街

　　関係者様

E班

B班

F班

D班

H班

学生のプレゼン風景

メディア情報メディア情報メディア情報メディア情報

2012年度学生奨学論文を募集します

第3回ZEMI-1グランプリ
開催のお知らせ

日　時：2012年11月2日（金）
　　　　開会式　　  9時30分　
　　　　予選開始　10時00分
場　所：Ｂ館
テーマ：「creation ～創造～」

W
E
B
掲
載

テ
レ
ビ



新
聞
掲
載


4月20日 毎日新聞 朝刊 大阪市内 大経大生が清掃活動 学生部
4月22日 読売新聞 大阪市内 大経大で実践力の授業 情報社会学部
4月24日 朝日新聞 朝刊 大阪市内 食べてニャ はてにゃん。 80周年学生企画
4月24日 読売新聞 朝刊 大阪市内 食べて「大経大ケーキ」 80周年学生企画
4月25日 毎日新聞 朝刊 大阪市内 Visit研究室　足で解く「行列のナゾ」 経営学部江島由裕教授
4月25日 毎日新聞 朝刊 大阪市内 学園情報　学生企画「プチ・プランスとのコラボ商品」販売 80周年学生企画
4月25日 産経新聞 朝刊 大阪府内 食べて大経大スイーツ 80周年学生企画
4月30日 毎日新聞 朝刊 大阪府内 「大経大スイーツ」どうぞ 80周年学生企画
5月  4日 大阪日日新聞 朝刊 大阪 大経大「はてにゃん。」ケーキ 80周年学生企画
5月  7日 製菓時報 朝刊 商品ガイド コラボスイーツを販売 80周年学生企画
5月22日 菓業食品新聞 朝刊 大経大、プチ・プランス　コラボでケーキ発売 80周年学生企画
5月30日 毎日小学生新聞 朝刊 「はてにゃん。」文房具セット
5月31日 毎日新聞 朝刊 大阪市内 Visit研究室　素朴な疑問　自主性重んじ調査 経済学部上宮智之講師
6月  2日 大阪日日 朝刊 大阪 大経大80周年で「黒正塾」を開講 日本経済史研究所
6月  5日 産経新聞 朝刊 大阪府内 創立80周年記念講演会　大阪経済大が参加者募集 研究支援部
6月27日 産経新聞 朝刊 大阪府内 「大経大キッズカレッジ」子供たちに野球の楽しさを 硬式野球部

6月27日 日刊工業新聞 朝刊 大阪 今こそOSAKA　北部産業界　
はてにゃん。スイーツ×プチ・プランス 80周年学生企画

6月27日 スポーツニッポン 朝刊 大阪・名古屋 野球教室 硬式野球部・研究支援部
6月28日 朝日新聞 朝刊 大阪 大経大野球部ちびっ子教室 硬式野球部・研究支援部
6月30日 読売新聞 朝刊 特別面 大学関西フォーラム　第11回シンポジウム 德永光俊学長
7月  5日 読売新聞 朝刊 特別面 大学の実力-教育力向上の取り組み 德永光俊学長
7月30日 日本消費経済新聞 朝刊 商店街活性で学生がプレゼン　柔軟な発想で提案 経営学部吉野忠男ゼミ
7月30日 日経産業新聞 朝刊 大阪・東京 インターンシップ進化論　全13回の講座で事前研修 進路支援部
8月  1日 毎日新聞 朝刊 大阪 大経大生の学生が八つの活性化案 経営学部吉野忠男ゼミ

8月  9日 日本経済新聞 夕刊 生活ひと　
ガイドガイド 大阪経済大学創立80周年記念講演会 トークセッション 研究支援部

掲載日 媒体名 内　容

C班

G班

学生目線で

経営学部吉野ゼミ2年生が研究成果を発表

土居商店街土居商店街を 元気に！元気に！土居商店街を 元気に！元気に！

掲

4月20日 フライング・ポストマン・プレス 大阪経済大学のキャラクター『はてにゃん。』をモチーフにした洋菓子 80周年学生企画

4月24日 asahi.com はてにゃん。スイーツに 大経大3人が企画 80周年学生企画

4月24日 YOMIURI　ONLINE 食べて「大経大ケーキ」創立80周年記念 学生が地元店とコラボ 80周年学生企画

4月24日 YOMIURI　ONLINE 大学マスコットでケーキ3種を共同開発 80周年学生企画

4月25日 MSN　産経ニュース・YAHOO!　JAPAN　NEWS 食べて　大経大スイーツ　学生3人、地元店とコラボ　大阪 80周年学生企画

4月27日 日本食料新聞　電子版 大経大女子大生と地元洋菓子店のコラボスイーツ誕生 80周年学生企画

4月30日 毎日jp・YAHOO!　JAPAN　NEWS 大経大スイーツ：どうぞ　創立80周年で学生ら共同開発、洋菓子店と販売/大阪 80周年学生企画

5月  5日 ウーマンライフWEB版 大経大女子学生×「プチ・プランス」のコラボスイーツ５月13日まで期間限定発売！ 80周年学生企画

4月30日～5月6日 J：COM「週刊情報スロット」 大経大スイーツコラボ 80周年学生企画

7月19日 テレビ大阪ニュースBIZ 土居商店街活性化 経営学部　吉野忠男ゼミ

8月  9日 朝日放送キャスト　 「若者を苦しめる奨学金の実態」でコメントが取り上げられました　 経済学部　伊藤大一准教授

商店街の関係者と話す学生
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スポーツ文化振興室

　

第
１
回
は
創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
・
取
締
役
相
談

役（
講
演
時
）の
町
田
勝
彦
氏
を
講
師
に

　

３
年
目
を
迎
え
た
「
北
浜
・
実
践
経
営
塾
」
の
２
０
１
２
年
度
・
第

１
回
が
、
６
月
６
日（
水
）、
北
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。「
北
浜
・

実
践
経
営
塾
」
は
、
各
界
・
分
野
の
著
名
な
経
営
者
や
エ
キ
ス
パ
ー
ト

を
講
師
と
し
て
、
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
経
営
哲
学
や
企
業
経
営
に
有

益
な
情
報
を
学
べ
る
４
回
シ
リ
ー
ズ（
定
員
８０
名
）の
経
営
学
講
座
。
テ

レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
中
の
岡
田
晃
氏（
本
学
客
員
教
授
）が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
有
料
講
座
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎
回
大
勢
の

受
講
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

岡
田
晃
氏

町
田
勝
彦
氏

北浜
実践経営塾

　平素は、創立80周年記念事業に対し、ご

理解とご協力を賜り誠にありがとうござい

ます。

　さて、これまで繰り返しKEIDAI DAYSで

皆さまにご寄付をお願いいたしましたとこ

ろ、多くの方よりご厚志をお寄せいただき

ました。改めて御礼申し上げます。

　募金の対象事業は「新図書館建設」と

「学生のための『学術･芸術･スポーツ振興基

金の創設』」で、さらなる教育環境の充実を

目指すものでございます。なお、募集期間

中に10万円以上のご寄付をされた方（累積

額）には、銘板にご芳名を掲載させていただ

きます。なにとぞ記念事業募金の趣旨をご

理解いただきまして、格別のお力添えを賜

りますよう心よりお願い申し上げます。

　また、ご寄付をいただいた方には税制上

の優遇措置もございます。本学は、文部科

学省から寄付金の募集について、税額控除

に係る証明書および特定公益増進法人の証

明書の交付を受けております。お寄せいた

だきましたご寄付は、小口のご寄付に対し

ての減税効果が高い税額控除または所得控

除のいずれか一方の制度を選択し、税法上

の優遇措置を受けることができます。いず

れの場合も所轄の税務署での確定申告が必

要です。確定申告に必要な書類は本学への

入金を確認した後に送付いたします。なお、

領収書の発行日付は、寄付金が本学に入金

された日となります。詳細につきましては、

本学創立80周年記念事業ホームページをご

覧ください。

創立80周年記念事業基金状況報告（2012年9月13日現在）
新図書館 指定なし 振興基金 合計

区分 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円）
合計 1,043 87,972,232 643 69,831,764 486 42,679,200 2,172 200,483,196
※指定なし：新図書館へ使用する旨、募金趣意書に記載済み

達成率 25.1％

創
立
80
周
年
記
念
事
業
募
金
に

ご
協
力
を

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術 

で
変
身

　

シ
ャ
ー
プ
町
田
勝
彦
氏
が
講
演

迎
え
た
。
講
演
テ
ー
マ
は
「
創
意
の
モ

ノ
づ
く
り
で
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
へ
」。
シ

ャ
ー
プ
は
今
年
３
月
、
台
湾
の
大
手
電

子
機
器
メ
ー
カ
ー
「
鴻
海（
ホ
ン
ハ
イ
）

精
密
工
業
」
と
の
資
本
提
携
に
踏
み
切

り
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
ば
か
り
。

町
田
氏
は
シ
ャ
ー
プ
が
２
０
１
２
年
３

月
期
の
連
結
決
算
で
３
７
６
０
億
円
の

最
終
赤
字
を
計
上
し
た
こ
と
に
触
れ
た

う
え
で
、「
失
速
し
た
日
本
の
家
電
業

界
」
の
現
状
や
、
シ
ャ
ー
プ
の
業
績
悪

化
の
要
因
な
ど
を
統
計
デ
ー
タ
で
分
析
。

今
後
は
鴻
海
と
の
協
業
を
は
じ
め
と
し

た
「
自
前
生
産
か
ら
の
脱
却
」、
安
心
を

売
る
た
め
の
「
地
域
完
結
型
経
営
」、
自

分
た
ち
の
コ
ア
技
術
を
生
か
し
医
療
分

野
・
教
育
分
野
・
農
業
分
野
な
ど
を
視

野
に
異
種
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た

「
新
し
い
生
活
進
化
の
価
値
提
案
」
―
―

を
目
指
し
て
い
る
と
説
明
。「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
技
術
に
こ
だ
わ
る
『
創
意
の
遺
伝

子
』
で
新
た
な
シ
ャ
ー
プ
に
変
身
し
て

い
き
た
い
」
と
結
ん
だ
。

　

講
演
後
は
受
講
者
と
の
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
、
最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
岡
田
氏
が
「
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の

環
境
に
は
悲
観
的
見
方
も
あ
る
が
、
新

し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
事
例
と
し
て
シ
ャ
ー
プ
の

今
後
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
解
説

講
義
を
行
っ
た
。

　

北
浜
・
実
践
経
営
塾
の
第
２
回
は
、

７
月
１１
日（
水
）、
大
阪
ガ
ス
㈱
相
談

役
・
野
村
明
雄
氏
を
講
師
に
「
企
業
経

営
論
〜
私
の
経
験
か
ら
〜
」
の
テ
ー
マ

で
行
わ
れ
た
。
第
３
回
は
９
月
１２
日

（
水
）、
㈱
は
と
バ
ス
前
代
表
取
締
役
社

長
の
松
尾
均
氏
に
よ
る
「
新
た
な
発
見

と
感
動
を
提
供
〜
温
故
創
新
と
製
販
一

体
〜
」。

　

第
４
回
は
１０
月
１７
日（
水
）、
㈱
タ
カ

シ
ョ
ー
代
表
取
締
役
社
長
・
高
岡
伸
夫

氏
に
よ
る
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
業
界
で
世

界
展
開
〜
こ
れ
か
ら
の
エ
コ
・
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
は
〜
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
活
動
し
て
い
る
学
生

の
履
修
か
ら
就
職
ま
で
を
、
学
生
生
活
を
含

め
て
ト
ー
タ
ル
で
支
援
す
る
「
ス
ポ
ー
ツ
文

化
振
興
室
」
が
昨
年
１２
月
１
日
、
学
生
部
内

に
設
置
さ
れ
た
。
ま
ず
は
ス
ポ
ー
ツ
Ａ
Ｏ
入

試
で
入
学
し
た
学
生
を
対
象
に
、
意
識
を
高

め
る
た
め
の
ア
ス
リ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
講
習
会

な
ど
を
実
施
。
競
技
面
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活

態
度
に
お
い
て
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
。

　

そ
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
室
に
よ
る
支
援

の
大
き
な
柱
の
一
つ
は
履
修
指
導
。「
ス
ポ
ー

ツ
Ａ
Ｏ
入
学
者
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振

興
室
で
成
績
配
布
を
行
い
、
ク
ラ
ブ
活
動
と

学
業
が
両
立
す
る
よ
う
、
授
業
へ
の
出
席
や

卒
業
に
向
け
て
の
単
位
取
得
状
況
な
ど
も
チ

ェ
ッ
ク
。
練
習
と
両
立
で
き
る
履
修
の
組
み

方
を
提
案
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
指
導
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
く
」
と
、
宋
仁
守
学

生
委
員
長
。
成
績
不
振
の
学
生
に
対
し
て
は
、

「
教
務
部
の
担
当
職
員
が
同
席
し
て
個
別
面
談

を
実
施
し
、
必
要
な
場
合
は
保
護
者
や
ク
ラ

ブ
の
現
場
指
導
者
に
も
情
報
を
提
供
し
て
対

策
を
講
じ
、
卒
業
率
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
い
う
。

　

就
職
に
関
し
て
は
、
就
職
課
と
連
携
し
、

希
望
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
ク
ラ
ブ
別
就
職
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。「
体
育
会
系
の
学
生

は
就
職
に
強
い
と
い
う
現
状
も
あ
り
、
ク
ラ

ブ
学
生
な
ら
で
は
の
強
み
を
押
し
出
す
面
接

対
策
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ク
ラ
ブ
学

生
の
関
心
の
高
い
警
察
・
消
防
な
ど
の
公
安

職
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施
し
て
就
職
情
報
を

提
供
し
て
い
る
」
と
望
月
久
義
学
生
課
長
。

　

今
後
も
地
道
な
支
援
を
継
続
し
、
将
来
的

に
は
体
育
会
系
か
ら
全
ク
ラ
ブ
へ
と
支
援
を

拡
大
し
て
い
く
予
定
。「
頑
張
っ
た
者
が
評
価

さ
れ
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
。
課
外
活
動
表

彰
式
や
壮
行
会
、
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
ク

ラ
ブ
や
個
人
に
対
す
る
祝
勝
会
に
加
え
て
、

新
し
い
試
み
と
し
て
『
経
大
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
』

を
発
刊
。
現
在
、
第
３
号
を
発
刊
。
各
号
と

も
課
外
活
動
で
活
躍
し
た
ク
ラ
ブ
や
個
人
を

紹
介
し
て
い
る
。
積
極
的
な
情
報
発
信
で
学

生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
と
共

に
、
今
後
、
ク
ラ
ブ
学
生
た
ち
と
力
を
合
わ

せ
て
課
外
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
い
う
。

ク
ラ
ブ
活
動
と
学
業
の

      

両
立
サ
ポ
ー
ト
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第
３
回
は
植
田
浩
史
氏（
慶
應
義
塾
大

学
教
授
）が
「
東
大
阪
の
中
小
企
業
集
積

の
形
成
と
発
展
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
、

東
京
の
城
南
地
域
と
並
ん
で
日
本
の
代

表
的
な
中
小
企
業
集
積
地
域
で
あ
る
東

大
阪
地
域
の
明
治
か
ら
平
成
に
至
る
産

業
史
を
概
観
し
た
。

　

植
田
氏
に
よ
る
と
、
関
西
の
製
造
業

の
工
場
は
明
治
期
、
ま
ず
大
阪
市
西
部

を
中
心
に
増
え
始
め
た
と
い
う
。
し
か

し
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
、
新
規
工

場
の
設
立
場
所
は
大
阪
市
西
部
の
用
地

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
▽
近
鉄
奈
良
線

開
通
で
電
気
の
使
用
可
能
エ
リ
ア
が
拡

大
し
た
―
―
な
ど
の
理
由
で
東
大
阪
地

域
に
移
っ
て
い
っ
た
。　

　

植
田
氏
は
「（
中
小
企
業
集
積
は
）偶

然
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
い
ろ
ん

な
条
件
が
重
な
っ
て
で
き
た
」
と
話
し
、

さ
ら
に
戦
後
の
復
興
期
に
ミ
シ
ン
の
部

品
の
規
格
統
一
に
取
り
組
ん
だ
府
立
工

業
奨
励
館（
現
・
府
立
産
業
技
術
総
合
研

究
所
）や
中
小
企
業
の
診
断
を
積
極
的
に

実
施
し
た
府
立
産
業
能
率
研
究
所（
現
・

府
立
産
業
開
発
研
究
所
）の
功
績
な
ど
に

も
触
れ
た
。

　

た
だ
東
大
阪
地
域
の
事
業
所
数
は

１
９
８
３
年
の
１
万
３３
カ
所
を
ピ
ー
ク

に
減
少
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。

　

植
田
氏
は
「
今
は
中
小
企
業
集
積
の

縮
小
期
。
縮
小
は
崩
壊
と
イ
コ
ー
ル
で

は
な
い
が
、
中
小
企
業
を
支
え
る
た
め

の
、
時
代
に
合
っ
た
仕
組
み
が
必
要
だ
」

と
結
ん
だ
。

　

第
２
回
は
経
営
学
者
と
し
て
著
名
な

加
護
野
忠
男
氏（
本
学
客
員
教
授
／
神
戸

大
学
名
誉
教
授
）が
「
地
域
に
組
み
込
ま

れ
た
中
小
企
業
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
し
た
。

　

加
護
野
氏
は
中
小
企
業
を
考
え
る
う

え
で
〈
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
〉
と
い
う

視
点
が
重
要
で
あ
る
と
前
置
き
。
そ
の

う
え
で
中
小
企
業
は
地
域
と
深
く
結
び

つ
い
て
お
り
、〝
土
着
産
業
〞
と
呼
べ
る

と
の
見
解
を
示
し
た
。
そ
し
て
土
着
産

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し

て
、
企
業
家
・
経
営
者
育
成
や
技
術
の

伝
承
・
革
新
▽
企
業
の
新
陳
代
謝
▽
適

度
な
競
争
維
持
▽
企
業
間
協
働
▽
強
者

の
力
を
制
御
す
る
―
―
な
ど
の
仕
組
み

や
ル
ー
ル
を
列
挙
し
た
。

　

具
体
例
と
し
て
「
保
守
的
風
土
の
京

都
に
お
け
る
企
業
家
育
成
の
構
図
」「
不

況
時
の
〝
細
胞
分
裂
シ
ス
テ
ム
〞
や
船

場
と
も
共
通
す
る
激
し
い
競
争
を
基
盤

と
し
た
東
大
阪
の
新
陳
代
謝
」「
日
本
酒

で
有
名
な
神
戸
・
灘
に
お
け
る
杜
氏
に

よ
る
技
術
伝
承
」「
醤
油
や
そ
う
め
ん
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
兵
庫
県
た
つ
の

市
に
見
ら
れ
る
小
さ
な
社
会
な
ら
で
は

の
監
視
シ
ス
テ
ム
」「
花
街
の
祇
園
や
神

戸
の
ケ
ー
キ
、
宮
大
工
、
相
撲
部
屋
な

ど
土
着
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ス
テ
ム
」

に
つ
い
て
解
説
。

　

そ
れ
ら
の
共
通
点
や
相
違
点
に
触
れ

な
が
ら
、
人
材
育
成
や
取
引
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
日
本
の
土
着
産
業
の
優
れ
た

点
と
脆
弱
性
な
ど
を
強
調
し
た
。

　

第
１
回
は
德
永
光
俊
学
長
に
よ
る
あ

い
さ
つ
の
後
、
日
本
近
世
・
近
代
の
経

済
史
お
よ
び
経
営
史
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
る
宮
本
又
郎
氏（
本
学
客
員
教
授
／

大
阪
大
学
名
誉
教
授
）が
登
壇
し
、「
大

阪
経
済
の
歴
史
的
眺
望
―
伝
統
と
革
新

の
系
譜
―
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

　

宮
本
氏
は
都
市
と
し
て
の
大
阪
に
つ

い
て
、
古
代
の
「
政
治
都
市
」
難
波
宮

か
ら
中
世
の
大
坂
本
願
寺
を
軸
と
し
た

「
宗
教
都
市
」
へ
、
そ
し
て
秀
吉
に
よ
る

武
家
の
「
政
権
都
市
」
か
ら
近
世
・
近

現
代
の
「
経
済
都
市
」
へ
と
移
り
変
わ

っ
た
歴
史
的
系
譜
を
紹
介
。
大
阪
が
常

に
変
遷
を
繰
り
返
し
て
き
た
町
で
あ
る

と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
江
戸
時
代
の
大
阪
が
民
活
に

よ
る
町
づ
く
り
を
し
て
い
た
こ
と
を
強

調
。
な
ぜ
大
阪
が
「
天
下
の
台
所
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い

て
、
地
理
的
要
件
▽
畿
内
の
高
い
工
業

生
産
技
術
▽
地
域
間
の
分
業
の
成
立
と

い
う
３
つ
の
観
点
か
ら
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
江
戸
後
期
か
ら
幕
末
・
明
治

維
新
に
か
け
て
の
衰
退
期
と
、
そ
の
後

の
商
業
・
金
融
機
能
の
再
興
期
、
第
一

次
大
戦
後
の
「
大
大
阪
」
と
い
わ
れ
た

時
代
、
第
二
次
大
戦
後
の
高
度
成
長
期
、

大
阪
経
済
の
地
盤
沈
下
の
現
状
な
ど
を

デ
ー
タ
で
紹
介
。

　

大
阪
の
特
質
と
し
て
、
市
場
経
済
原

理
に
対
す
る
信
奉
と
権
力
嫌
い
、
民
間

活
力
の
尊
重
、
大
量
生
産
・
大
量
販
売
、

永
続
性
の
重
視
な
ど
を
列
挙
し
て
締
め

く
く
っ
た
。

大阪経済の歴史的眺望大阪経済の歴史的眺望
ー伝統と革新の系譜ーー伝統と革新の系譜ー

　

本
学
創
立
８０
周
年
記
念
「
黒
正
塾　

第
１４
回
寺
子
屋
」（
本
学
日
本
経
済
史
研
究

所
主
催
、
本
学
中
小
企
業
・
経
営
研
究
所
協
賛
）が
「
関
西
経
済
と
中
小
企
業
―
過

去
・
現
在
・
未
来
」
を
共
通
テ
ー
マ
に
６
月
３０
日（
土
）、
７
月
７
日（
土
）、
１４
日

（
土
）の
３
週
連
続
で
開
講
さ
れ
た
。
各
回
と
も
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
本
学
Ｃ

館
３１
教
室
で
開
か
れ
、
合
わ
せ
て
６
０
８
名
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
歴
史  

学
ぶ

関
西
経
済
を
テ
ー
マ
に
「
黒
正
塾
・
寺
子
屋
」

地
域
に
組
み
込
ま
れ
た

地
域
に
組
み
込
ま
れ
た

　
　
　
　
　

中
小
企
業

　
　
　
　
　

中
小
企
業

大阪経済大学創立80周年記念講演会大阪経済大学創立80周年記念講演会

3センター・セミナー 3センター・セミナー 3センター・セミナー 3センター・セミナー 
本学の社会貢献を担う

3つのセンターによる連続講演会

主催：大阪経済大学　創立80周年記念事業事務局　
協賛：大阪経済大学　エクステンションセンター

　記念講演会　第４弾は、本学が持つ３つの社会貢
献を担うセンター、地域活性化支援センター［経済学
部付属機関］、経営・ビジネス法情報センター［経営
学部付属機関］、心理臨床センター［大学院人間科学
研究科付属機関］による連続講演会を開催します。

加
護
野
忠
男
氏

宮本又郎氏

植田浩史氏

第1回

第2回第3回

黒正塾
第１４回寺子屋

第1回：心理臨床センター
10月13日（土）　13：30開演

第２回：地域活性化支援センター
10月20日（土）　13：30開演 

第３回：経営・ビジネス法情報センター
10月27日（土）　13：30開演

◇13：35～15：05
被災地の心のケアを考える
－福島原発事故をめぐるシステム心理行動－
川畑　直人　氏　
京都文教大学　臨床心理学部教授
KIPP［花届け人・京都］代表

◇15：20～16：50　
こころとからだの健康
－身体心理学の立場から－　　　
春木　豊　氏　早稲田大学名誉教授

◇13：35～16：50（予定）　
東日本大震災からの教訓
－被災地からのメッセージ－
【司会兼パネリスト】 
末村　祐子　
本学客員教授・大槌町参与
元尼崎市企画財政局参与
【パネリスト】
芳本　竜一　氏　
大阪府危機管理室参事
林　直子　氏　
箕面市総務部総務課　課長補佐

◇13：35～15：05
不動産証券化ビジネスと法
橋谷　聡一　
本学経営学部　ビジネス法学科専任講師 

◇15：20～16：50　
動揺するユーロ、危機の本質と今後の展望
岩本　沙弓　
本学客員教授　
オフィス［W・I・S・H］代表

募集概要　申込締切…2012年10月3日（水）必着　お申込先…エクステンションセンター　
　　　　　ホームページをご覧ください。http://www2.osaka-ue.ac.jp/extension/

東大阪の東大阪の
中小企業集積の中小企業集積の
形成と発展形成と発展

第第44弾弾




